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一瀬戸さんが北九州芸術劇場の纂台に立つのは約2年ぶりで

す。劇場にどんな印象をお持ちですか？

とってもキレイで、大好きな劇場です。故郷・福岡だからなの

か、いつもより声もよく通るような気がします！僕の思い込みかも

しれないですけど（笑）。

ードラマ、映画にと映像のお仕事も切れ目なくされながら、霙台も

定期的にご出演されています。瀬戸さんにとって舞台の魅力とは？

舞台は、お客様が観てくださることによって完成する表現です

よね。ライプであるということは、やっぱり大きな魅力です。毎E3

同じことをやっているようでいて、季節や天気によっても空気が

微妙に変化しますし。それを敏感に感じて芝居をすれば、毎公

演、新鮮なものにできるんです。時間とお金を使って足を運んで

くださる方たちの前で演じるわけですから、そういう意味での緊

張感｀充実感も大きい。映像ではできない、ある極の表現の自由

もある気がします。

一瀬戸さんは10代から貴台に立っていらっしゃいますね。

初舞台は17歳でした。当時は全く名前も知られていませんでし

たし、経験も武器も何もなかったので、本当に難しかった・・・・・・。で

も舞台は自分を鍛える修行の場。“ナマモノ ＂

に対してはいまだに

怖さがありますけど、巌近は楽しさが上国ってきた気がします、）

ー今回瀬戸さんがご出演されるのは、多彩な作品を生み出すケラ

IJ ーノ・サンドロヴィッチ（以下KERA)さんの新作です。

不条理作家カフカの「失踪者」「審判」、そして遺作「城」に続く

第4の長編小説が発見され、舞台化されたら？というユ- ークな

趣向なんです。 “ありもし ないカフカ作品を捏造する
＂

という

KERAさんらしい驚きの構想（笑）。小説内の物語と、それを発見

した人たちの話が＝重構造になっていて、まだ途中までし力‘台木

が出ていないのですが、今のところ僕は小説の世界の登場人物

を演じます。

ーなるほど、二つの物請が入り混じるんですね！

そうなんですよ。僕は双子の兄弟を一人二役で演じます。一番

初めに｀突然KERAさんから「瀬戸は二役だよ」と言われた時は｀

ちょっとびっくりしましたけど（笑），シりアスな部分もあり、コメ

ディー 要素もあって、その世界観の違い、ミックス具合を楽l.,んで

いただければと思います。

-KERA作品にご出演されるのは、高度経済成長の日本を霙台

にした『陥没』(2017年）に綜いて2回目。前回は、チャ ーミングで

コミカルな古年役で客席をわかせました。

あの時は「ナイー プな青年の役」とは間いていましたが、実際

はちょっとアホなヤツでした（笑），僕実は、常に安全確実な道を

選ばうとするタイプなんですよ。“カッチリ
＂

という状態が大好き

（笑）C でも表現者としては、新しいことへ挑んだり、ちょっとはみ

出したり、道草が大事じゃないですか。「陥没」では自分の中でも

色んな挑 戦が できて、新しい自分を発見できた 気がします。

KERAさんには勝手に恩を感じていますし、ついていけば間違い

ない。また違う世界に連れて行ってもらえる予感がしています。

ー観客として感じるKERA作品の魅力について伺えますか？

僕は絵を描くのが唯一 の趣味なんですけど、自分の作品の中で

大切にしているのが「見た人への投げかけ」なんです。世の中には、

例えば戦争とか、虐待とか、いろいろな事件や出来事がありますよ

ね。そういったこともストレートに扱うのではなく、何か一つフィル

ターや物語を挟んで伝えたいんです。KERAさんの作品はまさにそう

で、悲劇的な中にも笑いのエッセンスが入っていたりと見えるもの

がひと色
＂

ではないんです。

ー劇場では高校生限定の割引チケットも販売しています。まだ

お芝居を観たことがない若い方な ど にも、オススメのポイント

があれば教えてください。

舞台と一言で言ってもKERAさんみたいなプラックコメディー

もあれば、エッジの効いた前衛的なもの｀現代の人に突き刺さる

メッセ ージが込められたSF…•••いろいろなものがありますから

ね。でもだからこそ、いろんなものを観れば、幅広い価値観に触

れられて｀日常が塁かになると思います n 福岡ってお祭りが盛ん

で、みんなで協力して何かを作り上げるのが好きな土地柄じゃな

いですか。若い人たちもきっと、舞台の持つエネルギー を感じれ

ば｀その血が騒ぐんじゃないかなぁ（笑）。今ってSNSの普及で、日

常の感惰の振り幅が狭くなっていると思うんですよね。心のコア

な部分を揉んでくれるような舞台に出会うと、魂が揺さぶられる

んです。それはやっぱり、目の前に生身の人間がいるから生まれ

る感情だと思います。

若い時は「ちょっとだけ外に目を向けると、世界には楽しいこ

とがいっぱいあるよ」ということをちょっと頭の片隅に置いておく

と、ぐっと人生が楽しくなる気がします。10代のころって、視野が

狭くなって｀どうしてもいろんなことに綽られがちじゃないです

力‘。劇場は世の中にある鎖から解き放ってくれる空贔集ぜひ ー

度、足を運んでみてください。

「ドクター ・ホフマンのサナトリウムーカフカ第4の長編～」

12/14（土） ～15（日）◇北九州芸術劇場中劇場
※前売完売、当日轡若干枚数。詳細は麟場ホームベ＿ジにて．
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東筑紫学園高等学校には、全国でも珍しい＂演劇コ ース＂がある。北九州芸術劇場もス

タッフによる請義やワ ー クショップ、作品創作など、たびたび協働企画を実施してきた 3

今回表紙を飾ってくれたのは｀演劇コ ースの3年生。教室でおしゃぺりに雰中になる姿は

いたって普通の女子高生。しかしひとたび稽古に入ると、その表情はガラリと変わる。進

むぺき道を模索する大切な高校時代に濱劇を選択し、真剣に取り組んだ3年間。捻台表

現を通して自分の中に芽生える初めての感情と向き合いながら、大切な仲間たちと過ご

した日々。かけがえのない宝物を胞に、彼女たちの挑戦はこれからも続いていく一 し
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瀬戸康史インタビュ ー

「ドクタ ー ・ホフマンのサナトリウム ～ カフカ第4の長編 ～ 」

靡のむこうがわ夕暮れダンス「ちょいとごめんよ、じゃまするよ。 ～また逢う日まで」

地域とアートのステキな関係「芸術体験プログラム」

ピックアップ！STAGE&MUSIC
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映画にドラマに舞台にと、八面六臂の活躍を見せる俳優・瀬戸康史。ヒュー
マンドラマ、ラブストーリー、コメディー……作品ごとに印象を変化させる注
目株が、この秋、演劇界の異才ケラリーノ・サンドロヴィッチの舞台に出演す
る。故郷の舞台に立つ思い、若い人たちへの言葉には、誠実な人柄が滲んだ。

取材・文／川添史子　撮影／野坂茉莉絵

INTERVIEW

1988年、福岡県出身。2005年芸能界デビュー。近年では、数々の賞を受賞した注目作
NHK『透明なゆりかご』への出演や映画『寝ても覚めても』などドラマ、映画、舞台と活
躍。2017年、主演舞台『関数ドミノ』の演技で第72回文化庁芸術祭演劇部門新人賞を
受賞。2019年9月公開映画『人間失格 太宰治と3人の女たち』に出演。
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ヘアメイク／小林純子　スタイリング／小林洋治郎（Yolken)

―瀬戸さんが北九州芸術劇場の舞台に立つのは約２年ぶりで
す。劇場にどんな印象をお持ちですか？
　とってもキレイで、大好きな劇場です。故郷・福岡だからなの

か、いつもより声もよく通るような気がします ! 僕の思い込みかも

しれないですけど（笑）。

―ドラマ、映画にと映像のお仕事も切れ目なくされながら、舞台も
定期的にご出演されています。瀬戸さんにとって舞台の魅力とは？
　舞台は、お客様が観てくださることによって完成する表現です

よね。ライブであるということは、やっぱり大きな魅力です。毎日

同じことをやっているようでいて、季節や天気によっても空気が

微妙に変化しますし。それを敏感に感じて芝居をすれば、毎公

演、新鮮なものにできるんです。時間とお金を使って足を運んで

くださる方たちの前で演じるわけですから、そういう意味での緊

張感、充実感も大きい。映像ではできない、ある種の表現の自由

もある気がします。

―瀬戸さんは10代から舞台に立っていらっしゃいますね。
　初舞台は17歳でした。当時は全く名前も知られていませんでし

たし、経験も武器も何もなかったので、本当に難しかった……。で

も舞台は自分を鍛える修行の場。“ナマモノ”に対してはいまだに

怖さがありますけど、最近は楽しさが上回ってきた気がします。

―今回瀬戸さんがご出演されるのは、多彩な作品を生み出すケラ
リーノ・サンドロヴィッチ（以下KERA）さんの新作です。
　不条理作家カフカの『失踪者』『審判』、そして遺作『城』に続く

第4の長編小説が発見され、舞台化されたら？というユニークな

趣向なんです。 “ありもしないカフカ作品を捏造する”という

KERAさんらしい驚きの構想（笑）。小説内の物語と、それを発見

した人たちの話が二重構造になっていて、まだ途中までしか台本

が出ていないのですが、今のところ僕は小説の世界の登場人物

を演じます。

―なるほど、二つの物語が入り混じるんですね ！
　そうなんですよ。僕は双子の兄弟を一人二役で演じます。一番

初めに、突然KERAさんから「瀬戸は二役だよ」と言われた時は、

ちょっとびっくりしましたけど（笑）。シリアスな部分もあり、コメ

ディー要素もあって、その世界観の違い、ミックス具合を楽しんで

いただければと思います。

―KERA作品にご出演されるのは、高度経済成長の日本を舞台
にした『陥没』（2017年）に続いて２回目。前回は、チャーミングで
コミカルな青年役で客席をわかせました。
　あの時は「ナイーブな青年の役」とは聞いていましたが、実際

はちょっとアホなヤツでした（笑）。僕実は、常に安全確実な道を

選ぼうとするタイプなんですよ。“カッチリ”という状態が大好き

（笑）。でも表現者としては、新しいことへ挑んだり、ちょっとはみ

出したり、道草が大事じゃないですか。『陥没』では自分の中でも

色んな挑戦ができて、新しい自分を発見できた気がします。

KERAさんには勝手に恩を感じていますし、ついていけば間違い

ない。また違う世界に連れて行ってもらえる予感がしています。

「ドクター・ホフマンのサナトリウム ～カフカ第4の長編～」
12/14（土）～15（日）◇北九州芸術劇場 中劇場
※前売完売、当日券若干枚数。詳細は劇場ホームページにて。

―観客として感じるKERA作品の魅力について伺えますか？
　僕は絵を描くのが唯一の趣味なんですけど、自分の作品の中で

大切にしているのが、「見た人への投げかけ」なんです。世の中には、

例えば戦争とか、虐待とか、いろいろな事件や出来事がありますよ

ね。そういったこともストレートに扱うのではなく、何か一つフィル

ターや物語を挟んで伝えたいんです。KERAさんの作品はまさにそう

で、悲劇的な中にも笑いのエッセンスが入っていたりと、見えるもの

が“ひと色”ではないんです。

―劇場では高校生限定の割引チケットも販売しています。まだ
お芝居を観たことがない若い方などにも、オススメのポイント
があれば教えてください。
　舞台と一言で言っても、KERAさんみたいなブラックコメディー

もあれば、エッジの効いた前衛的なもの、現代の人に突き刺さる

メッセージが込められたSF……いろいろなものがありますから

ね。でもだからこそ、いろんなものを観れば、幅広い価値観に触

れられて、日常が豊かになると思います。福岡ってお祭りが盛ん
で、みんなで協力して何かを作り上げるのが好きな土地柄じゃな

いですか。若い人たちもきっと、舞台の持つエネルギーを感じれ

ば、その血が騒ぐんじゃないかなぁ（笑）。今ってSNSの普及で、日

常の感情の振り幅が狭くなっていると思うんですよね。心のコア

な部分を揉んでくれるような舞台に出会うと、魂が揺さぶられる

んです。それはやっぱり、目の前に生身の人間がいるから生まれ

る感情だと思います。

　若い時は「ちょっとだけ外に目を向けると、世界には楽しいこ

とがいっぱいあるよ」ということをちょっと頭の片隅に置いておく

と、ぐっと人生が楽しくなる気がします。10代のころって、視野が

狭くなって、どうしてもいろんなことに縛られがちじゃないです

か。劇場は世の中にある鎖から解き放ってくれる空間。ぜひ一

度、足を運んでみてください。












